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論文内容要旨
 人体脊柱は成長とともに矢状面において頚椎前彎,胸椎後彎,腰椎前彎よりなるs字彎曲即ち生理
 的彎曲が完成されるが,生理的範囲においても年令,性,民族等により多少の相違があり,一定範囲
 の標準彎曲をもつ正常姿勢を定めることは困難とされている。一方本邦農村部においては,著明な
 脊椎疾患の既往歴もなくいわゆる腰曲りとよばれる初老期以後の老人性脊柱彎曲を見ることが少く
 ない。このような老人性脊柱彎曲の出現が地域的環境条件を異にする農村と漁村とにおいて如何な
 る差異を示すかを疫学的に追究することはその原因究明へのアプローチの手段として意義がある。
 著者は東北地方の内陸水田単作農村Hと三陸漁村Rとの40才以上の住民2,649名について生体
 計測を行ない,その成績に疫学的研究方法を適用して比較検討を行なった。
 脊柱彎曲の測定法については古くから種々の方法が考案されており,わが国においても高木教授
 による描写法,飯野教授による測角法およびこれらの変法な'どが行なわれている。著者は脊柱彎曲
 の集団的計測に簡便に利用しうる鉛製曲線自在定規を用い,第7頸椎棘を起点とし第4腰椎棘を終
 点とする脊柱彎曲を1朋目方眼紙に描記し,この曲線の起点と終点とを結んだ弦(基線)を脊柱長,
 この基線に対して彎曲頂点から降した垂線の長さを彎曲価,脊柱長の起点からこの垂線までの距離
 を彎曲長とし規これらの計測値より脊柱彎曲の程度を示す指数として脊柱長に対する彎曲価の百
 分比および脊柱長に対する彎曲長の百分比を用い,それぞれ彎曲度指数および最大彎曲位置とした。
 したがってこれらの指標は脊柱彎曲が基線に対.して2相性の曲線をとるときには,いずれも後彎お
 よび前彎の珍つの数値がえられるが,1相性の曲線の場合も前者の極限状態と考え,一連の分布の
 中にあるものとした。
 (1)脊柱長では農村Hおよび漁村Rの男女ともに年令の推移とともに減少の傾向がみられ,男子
 では漁村に大で農村に小さく有意差が認められたが,女子では明らかな差はみられなかった。両地
 域における脊柱長の差は身長の差と極めて密接な関係を示している。
 (2)脊柱後彎の指標である後彎々曲価,後彎々曲長の両測定値および後彎々曲度指数、後彎最大
 饗曲位置の各指数値は男女各年令層とも正規型分布をとり,農・漁村ともに加令による増大がみら
 れるが,その速度は農村でやや大であり,男女とも50才代以後の増大が著しい。これら各指標値
 の推移によれば老人性脊柱彎曲は後彎の増大とともに想曲の頂点が下降する傾向がある。またとく
 に後彎々曲度指数10以上の高度後彎を示す者の出現率は各年令層とも男より女に,また漁村より
 農村に有意に高い。
 (3)脊柱前彎指標.である前彎々曲価,前費々曲長,前彎々曲度指数および前彎最大彎曲位置のう
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 ち,前彎々曲長は正規型分布をするが,他は年令層がすすむにつれて次第に正規型からはずれ,ガ
 ンマ分布型式に移行する。この傾向は男子にくらべて女子に,また漁村にくらべて農村に著明であ
 る。これら前彎各指標により,老人性湾曲では前彎の減少・消失と彎曲位置の下降が特徴的にみと
 められた。この範囲の計測によっては後彎の増大による代償性前彎の発現はみられなかった。また
 腰椎部前彎消失者の出現も50才層以後の増加洋著明であり,性別には男よりも女に,地域的には
 漁村よりも農村に有意に多く現われた。
 (4)脊柱彎曲各指数間の相関々係について検討を行なつ編後彎々曲度指数と後彎最大彎曲位置
 との間では農漁村,男女各年令層とも危険率1%の有意水準で正の相関があり,後彎々曲のつよい
 ほど選曲頂点の位置が下降していることが知られた。前彎々曲度指数と前彎長大彎曲位置との間
 では農・漁村,男女各年令層とも危険率1%の有意水準で負の相関があり前彎の場饅曲度の小さヤ・
 ほど彎曲頂点が下降している。また後彎々曲度指数と前彎々曲度指数との間でも各年令層とも概ね
 危険率1%の高い負の相関を示し,後湾のつよい老人性脊柱彎曲ほど前彎減少の程度が大きいが,
 この相関は漁村男子ではやや弱い。後彎最大彎曲位置と前彎最大彎曲位置との間でも農・漁村各年
 層とも危険率1%で正の相関があり,脊柱彎曲の度が進むにつれて,前彎・後彎ともに彎曲の頂点
 が相伴って下降する傾向がみられた。
 (5)農村Hおよび漁村Rにおける被計測者のうち50才代および60才代の男女477名につい
 て直接撮影による腰椎X線像を用い,若松の方法によって0度(充実型),1度(拡大型),E度
 (すだれ型)の3型に判定した骨粗鬆性変化と脊柱彎曲度とを比較検討した。X2一検定によって
 みた倒寸と漁村との骨粗鬆性変化の出現は危険率。.5%で有意に農村に多く,また骨粗搬化群ご
 とにみた脊柱彎曲各指標値は同マ変化群ではいずれも農村に小であった。このことは農村では骨粗
 鬆性変化の出現が多いうえに,脊柱彎曲の同程度なものでも骨粗鬆性変化が漁村にくらべてよりつ
 よく現れていることを示すものである。
 (6)このような農村の住民における脊柱彎曲と骨粗鬆性変化が漁村住民に比し早期かつ強く出現
 することの要因の1つとして,両地区における栄養摂取の差が挙げられる。摂取総熱量は等しいが
 動物生蛋白質,カルシウム,ビタミンAおよびCの摂取は漁村においてすぐれている成績が得られ
 た。日常の食生活におけるこのような差が,労働様式や日照条件などとともに広義の環境条件の差
 異として農村における骨粗鬆性変化および脊柱驚曲の早期発現に関連のあるものと推論した。
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 審査結果の要旨
 本邦における老年性変化の一つとして,とくに農村部に多いいわゆる腰曲りが挙げられるが,こ
 れに関する詳しい研究は未だ多くない。著者は東北地方における内陸水田農村と三陸沿岸漁村とに
 ついて40歳以上の住民2,649名の脊柱彎曲状態を計測し,その詳細について両地域集団の間に
 おける相違を検討しっっ,その成因に対するアプローチを試みた。
 脊柱賛曲度の測定法については高木・飯野の測角法などがあるが,著者は鉛使用の曲線自在定規
 を用い第7頚椎棘から第4腰椎棘に至る脊柱弩由縁を方眼紙に写しとり,この曲線の起点乏終点と
 を結んだ弦を脊柱長,この弦に対して彎曲頂点から降した垂線の長さを彎曲価,脊柱長の起点から
 この垂線までの距離を彎曲長とし,さらに脊柱彎曲の程度を示す指数として響曲度指数(彎曲価/
 脊柱長)および最大湾曲位置(鷺曲長/脊柱長)を求めたρ
 脊柱長接農漁村とも年齢層の進むとともに減少の傾向を示したが,男性では漁村より農村に小で
 有意差が認められ猫胸椎部を中心とした脊柱後彎の彎曲価・彎曲長および彎曲度指数・最大彎曲
 位置は農漁村とも年令層の進むにつれて増大がみられ,その速度は農村部にやや大であウ,ことに
 50才代以後に顕著である。老人性脊柱彎曲は後鶏の増大とともに彎曲の頂点が下降する傾向が
 ある。高度後彎を示すものの出現率は明らかに漁村より農村に高い。
 腰椎部を中心とした老年性変化としては前彎の減少・消失と後彎位置の下降が特徴的なものとし
 て認められた。腰椎部前彎の消失は50才以後に著明で,男性より女性に,漁村より農村に有意に
 多く現われ猫前彎彎曲度指数と後彎彎曲度指数との間には負の相関が認められ,後彎のつよいほ
 ど前彎消失が多くなる。
 農漁村の被検者のうち50～60才代の男女477名について直接撮影による腰椎X線像を用い
 骨粗鬆症性変化を若松の分類法によって充実型・拡大型・すだれ型の・3型に分け,脊柱彎曲度との
 関係を検討し編その結果骨粗鬆症性変化は農村に多く,脊柱彎曲状態の同程度のものでも農村で
 は漁村よりも骨粗鬆症性変化がより強く現われている。
 農漁村両地区の栄養調査の成績から,農村は漁村にくらべて動物性蛋白質,ビタミンA・Cとと
 もにカルシウム摂取量の劣ることが知られ,このような栄養条件が日照時間や労働様式とともに脊
 柱彎曲の老年性変化が農村により早期に,より強く現われることと関連のあることを推論している。
 本論文は学位授与に値するものと認める。
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